第16回　施設処遇検討会議　議事録

H20.7.21　13:30～15:30

青風荘

出席者：長谷部A.O.M・清水S.G.M・三浦理見・原佳伸・山口碧・小坂和子・上平ユリ子・小笠原嘉紀・馬渡道伸・中村文洋・青山紗耶香

（欠席者：秋山S.G.M）

記　録：青山紗耶香

議題

１：村上　元道　様（青山荘入所者様）の処遇について

２：袴田　淑子　様（青風荘入所者様）の処遇について

３：大國　英里　様（青明舎利用者様）の処遇について

１：村上　元道　様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：なし

　＜問題点＞

1 退所に向けて（GH入所までの支援）
　　　→介入方法

　　　○グループホーム見学（あおば・あおめ）

· グループホームの見学を行い、場所の確認、実際に部屋の中を見ていただく事で、退所に向けての意識付けを行う。

○退所先の決定⇒あおめ

· 入所先を決定し、利用料や必要経費について管理者より説明を受ける。

○障害程度区分の申請

· 八戸市役所へ行き、障害者程度区分の申請を行う。

· 7/30（水）に市役所同行予定。

○日常生活の振り返り

· 青山荘での日常生活の振り返りをその都度行う。生活リズムを維持するとともに、悩み事や病状の変化を把握し、病状の悪化を防ぐ。

○・グループホームの体験利用

· 8月初旬予定で、始めは土日を利用し体験を行う。様子をみながら宿泊を行い、徐々に日数を増やしていく。

· 青山荘と1日の生活スケジュールや生活方法の相違点について確認。青山荘で習慣づけた生活リズムを維持しながら、新たな生活環境の場として再確認していただき、本人なりの生活スタイルを見つけていただく。

· グループホームで生活しながら、本人の精神面、体調面の変化について様子を見ていく。本人から相談、変化があった場合は関係機関と情報提供を図り、対応を検討していく。

○家族面談

· 家族と面談を行い、具体的な退所日を決める。また、グループホーム入所に向けて必要な物の確認を行う。

○グループホーム入所

· 生活リズムの乱れから起こる身体的な不調の訴え（疲れ・倦怠感）がないか確認を行う。訴えがある場合にはその都度、面談や振り返りを行っていく。

· 月1回の健康チェック等で健康状態を確認。必要に応じて主治医へ情報提供を行う。

＜評価＞

　退所まで残り約1ヶ月とのなり、現在の問題点をきちんと明確化し、本人が負担にならないよう支援していく必要性がある。徐々に退所支援計画書を作成していき、退所後グループホーム入所してからの支援方法をきちん考えていく必要がある。また現在青山荘内に多額なお金を現金で置いている為、貴重品管理について説明し、現金は銀行に入金していただく。

　　

２：袴田　淑子　様（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　　　合併症：緑内障

　＜問題点＞

1 余暇時間は無為に過ごす事が多い。（自室にて臥床していることが多く、服薬に遅れてくる）

→介入方法

· 自室にて臥床して過ごしている場合には、声掛けを行いホールで過ごしていただく。

· 就床前薬服用までホールで過ごしていただく。

· 本人と話し合い趣味や興味のある物をみつけていく。

2 間食の時間帯が守れず、食事をきちんと取ることができない。

· 本人と相談しながら、一日のおやつの量と食べる時間を決める。

· 姉とも現状について相談し、外泊時に買うものではなく、土日を利用し買い方について支援を行っていく。

· 食事を拒否しても、促しにて摂取できる時もある為、間食の摂取状況も確認しながら声をかける。

· 朝、食事の放送にて起きだしている為、空腹感がない。6時に起き、朝の体操を行うよう習慣づけしていく。方法としては、前の日に、職員と一緒に目覚ましをセットする。目覚ましで起きれない場合は、スタッフが声掛けをしていく。

3 身の周りのことが出来ない。（整容、洗濯、掃除など）

· 整容が不十分の場合には、その都度声掛けを行っていく。

· 何日も同じ衣類を着ている場合は、声掛けし更衣を促す。

· 洗濯に関しては、定期的に声掛けをしていく。自室が乱雑な為、定期的にスタッフと一緒に自室の掃除を行う。

· 本人の日課表に合わせて、本人と振り返りを行い、何をする時間か本人と確認し合い、自発的に出来るように支援する。

＜評価＞

　　　青風荘での当番など手際がよく、本人の興味があることに対してとても意欲的なことから、デイケアをお休みして料理教室を開催するなど、生活にハリを与える支援を行っていく。また、自室にいることが多いため、8：30の就床前薬服用までホールで過ごしていただくよう支援していく。

３：大國　英里　様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　　合併症：眼科、皮膚科（通院）

　　＜問題点＞

1 生活リズムの改善（食事について）(継続)

→介入方法

· 面談を通して生活リズム（食生活）の振り返りを行う。

· 家族を含めた面談を行い、家族からも出来ている面に関して評価を行ってもらう。

2 うみねこ幸房見学

· うみねこ幸房の見学同行を行い、本人の就労意欲の再確認とその為に現在出来ることを見つける。

· うみねこ幸房見学後に本人と面談を行う。

＜評価＞

本人の希望としてはうみねこ幸房の利用であるが、本人の就労に対する意識が不明確であり、前回のうみねこ幸房体験利用も体調不良により中断していることから、今後本人と面談を行い、就労に対する意識を明確にするとともに、段階を踏んでからうみねこ幸房見学を行っていくこととする。







